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CTスキャンによる長頸竜亜目鰭化石の真偽判定
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筆者らは桂石文化振興財団所蔵の「最大級」のモロッ
コ産長頸竜の肢化石を調べた．本稿は偽造化石への注意
喚起を主題とし、標本に大きな学術的価値が認められな
いため所蔵機関と標本番号は示していない．化石業者か
ら購入した標本で，鉄骨による連結により腹側面は観察
できず，産状記録はない（図1, 2）．化石は偽造の程度
がひどく、前肢と後肢のどちらかは明瞭でないが、説明
の簡便のため右前肢と仮定した骨の名称を使用する．当
初は第五中手骨が手根骨の列に入る為にエラスモサウ
ルス科と考えた．上腕骨長は43 cmで，同所的に産する
Zarafasauraより大きい（Lomax and Wahl, 2013）．

上腕骨遠位端の頭側の張り出しが極端に大きく形態が
不自然なため，CTスキャンにかけ（図2），上腕骨を三
次元構築した．その結果，上腕骨遠位の頭側は作り物と
判明した（図3）．上腕骨の頭側は，骨頭から遠位端にか
けて大きく削られていたが，特に欠失した上腕骨頭の頭
側部は，多数の薄い骨片の寄せ集めで補われていた．こ
れらの骨片は，腹側に平らな面が並ぶように配置されて
いた（図4）．これらの巨大化のための造形により，元の
上腕骨の形態や特徴は失われていた．これまでにも，化

石業者による修復が翼竜の分類に長期間の混乱をもたら
した例があり（Vila-Nova et al. 2014），剖出済みの化石
標本の購入には，写真等で産状や剖出過程を確認するな
どの慎重さが求められる．
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久保　泰，十津が本稿の企画・構想を立てた．標本のCTスキャン
は遠藤，青塚，久保　泰が，スキャンイメージの三次元構築は久
保麦野，久保　泰が行った．久保　泰，十津が原稿を作成し，全
著者が原稿の確認および修正を行った．
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図１．桂石文化振興財団所蔵の長頸竜類の右前肢化石の背側面．矢印で示した上腕骨遠位端の頭側の張り出しが極端に大きく、上腕骨
に対して遠位の骨のサイズが非常に大きい．
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図３．上腕骨の背側面の写真に，三次元構築した上腕骨の実化石部
の背側面（青色および橙色部分）を重ねた図．実化石の橈骨と尺
骨との二つの遠位関節面を，尺骨との関節面のように見せ，橈骨
との関節面を付け加えたため，上腕骨は遠位関節面が極端に大き
い扇形の不自然な形になっている．

図４．三次元構築した上腕骨の実化石部の腹側面．上腕骨の頭側に
は大きな切り取り面（銀白食部分）がある．上腕骨頭の頭側は，腹
側面に切り取った面が向くように配置された幾つもの薄い骨片で
つぎはぎされている（橙色部分）．切りとった化石を分割し，オ
リジナルの骨表面は観察可能な背側面に向け，石膏あるいは樹脂
で隙間を埋め，腹側を形成し、全体を一回り大きくしたようだ．

図２ ．東京大学総合研究博物館が所蔵する医療用CTスキャナー（Asteion PREMIUM 4 EDITION, Toshiba Medical Systems, Tokyo, Japan）
による撮影の様子．




